
 
  

２日（木）尿検査① 

３日（金）＜ふれあいデー＞節句会 

６日（月）身体測定週  

〃    内科健診①（くま・うさぎ・りす組） 

８日（水）内科健診②（ぞう・きりん・ひよこ組） 

１４日（火）歯科検診（13：30～） 

１７日（金）誕生会 

２０日（月）集金日 

２１日（火）避難訓練 

２４日（金）弁当の日 

 〃    尿検査② 

〃    布団持ち帰り 
 

７月の主な行事 

１日（金）プール開き✿ 

３０日（土）みなみっこまつり✿ 
✿印の行事につきましては後日お便りで詳しくお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          
         

 
 

６２－２３７４ 
090－5700－9459 
 
（０８５３） 

 ６月号 保育所だより  

早くも初夏を思わせるような日差しが続いています。 

先日は、子ども達が保育所の畑にトマトやナスなどの夏野菜とさつ

ま芋の苗を植えました。朝夕の水やりが日課になり、日に日に大きくな

る苗を嬉しそうに見ながら世話をしていますよ。 

雨の日が多くなるこの時期、野菜の生長に気づいたり梅雨期の生き

物に興味を持ったりすることで、五感で感じる経験を大切にしたいと

思います。 

これからますます気温や湿度が高くなり、暑さと疲れから体調を崩

しやすくなります。十分な睡眠をとり、朝ごはんをしっかり食べて元気

に過ごしましょう。 

 

 

 

 

○保育目標～身近な自然に親しもう 
この季節ならではの水・砂・泥などの感触を楽しみながら遊べるよ

うに年齢に応じた環境を整えていきます。また、オタマジャクシ・カ

タツムリ・カエル・ザリガニなどの生き物と畑やプランターに植えた

夏野菜の世話をしながら、喜びや驚き、感動を味わいたいと思います。

そして、命の大切さについても気づけるように働きかけます。 

○生活目標～歯みがきを丁寧にしよう 
６月４日は“虫歯予防デー”です。保育所では歯磨きの大切さにつ

いて絵本・紙芝居で知らせたり、丁寧な歯の磨き方について歯と歯ブ

ラシの大きな模型を使ってわかりやすく伝えたりします。 

 
＊ご寄贈ありがとうございました＊ 
地域の方～カラー帽子、体操服・ズボン  
保護者様～紙おむつ 

 

 

社会福祉法人平田保育会 令和４年 

６月の予定 

お 知 ら せ 

○小学校との連携について 
 
 職員が就学先の各小学校に出掛けて連絡会を行います。   

○健診（検診）について 
 
 お子さんが健康であるために、今月は次の健診(検診)を行いま
す。結果は健診後、個別にお知らせします。保護者の方の付き添い
はいりません。  

内科健診(及川小児科医)～６日・８日･･･継続児受診 
歯科検診(宋歯科医)～１４日･･･全員受診  

○タオルケット持ち出しについて  
 気温に応じてタオルケット（バスタオル）を使用します。準備が
出来ましたらお持ち出しください。しばらく掛布団と併用します。 

みなみ保育所 

５/17 交通安全教室 
平田広域交番の基常巡査長さんに来ていた 

だき、4・5歳児が交通安全教室に参加しま 

した。 

始めに、横断歩道の渡り方について話を聞 

き、実際に渡る練習をしました。 

 

 
 
 

この３つのことを守りながら、真剣な表情で渡っていた子どもたちでし

た。また、門扉の鍵は安全のために必ず大人が開けることや駐車場内歩

道の歩き方についての指導を受けました。歩道は大人と手をつなぎ出来

るだけフェンス側を歩く約束をしました。 

保護者の皆さまにも意識をしていただき、 

交通安全教室について、お子さんに話を聞い 

てみてください。そして、約束が守れている 

かもう一度、一緒に確認をよろしくお願いし 

ます。 

 

 

 

         

     職員出張のお知らせ ※印は午後からの研修  
14 日  ※IS YOU 見学会     多久和 
17 日 ※第１回推進委員会   安食 
22 日 ※新任研修       神門、岩宮、石倉、相良 
30 日 ※保育プラザ研修（Web） 長岡 
 
 

①しっかりと手を挙げて車に知らせる。 
②右、左、右と確認をする。 
③左右を見ながら横断する。 

＜保育の様子＞ 

～令和４年度保護者会役員の皆様をご紹介します～ 

ぞ  う組   平 野 様    松 浦 様 

きりん組  西 尾 様    河 瀬 様 

く ま組  日 野 様     西 村 様   

うさぎ組  福 田 様   

りす・ひよこ組  橋 本 様 

一年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 
子どもは体験的な遊びから 

人生に大切なことを学んでいます 
 自然の中での遊びや活動というと、虫捕りが真っ先に思い
浮かぶ人もいるかもしれません。そのように虫や小動物との
動物体験は、代表的な遊びのひとつです。 
  幼児期は、様々な生き物が身近にいることを当たり前に感
じながら、各々がそれぞれに生きていることを実際の生き物を
通して感じることができる時期です。自分が捕まえたバッタが
力強く跳ぼうとしている姿、アリがまだ生きている虫を一生懸
命運んでいる姿などを直接体験できることを保障したいもの
です。そのような「生きている」姿は、子どもたちを惹きつけ、
命が響き合う経験を生みます。 
（参考文献：環境・人とつながって育つ子どもたち 松本信吾著） 

   
  メディアが多様化し、知りたい情報が簡単に分かるようになりまし

が、『生き物に触れる』『命に触れる』ことは実体験でしか感じるこ

とができません。子どもたちが自然に触れ、触ったり見つけたりして

いる姿を一緒に驚いたり楽しんだりしていきたいですね。 

＊ほっとルーム＊ 

テープが付いた棒を持ってゆら

ゆら揺れると大喜びで風を感じて

います。 （うさぎ組） 

砂を上手にすくってごちそう作り。

厨房は大忙しです。（りす組） 

 指先を上手に使って玩具

をつまんで入れることを楽

しんでます。（ひよこ組） 


